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石
川
忠
雄
先
生

一
九
二
二
年
一
月
二
十
一
日

一
九
四
六
年

一
九
四
八
年

一
九
五
五
年

一
九
五
六
年

一
九
六
O
年

石川忠雄先生略歴・主要著作目録

一
九
六
五
年
｜
六
九
年

一
九
七
O
年

一
九
七
一
年
七
七
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

略
歴

東
京
都
に
生
ま
れ
る

慶
麿
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
助
手
兼
大
学
院
特
別
研
究
生
（
文
部
省
）

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

国
ω
3
m
E
4
8
n
F
E
m
E
ω

吾
巳
σ

の
〈
四
位
低
口
問
∞
岳
。

E
Z
H
）
g
m
E
B
ω
に
よ
り
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
訪

問
教
授
と
し
て
留
学
（
一
年
は
出
張
、
最
後
の
二
カ
月
は
留
学
）

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
博
士

ア
ジ
ア
政
経
学
会
常
務
理
事
、
理
事

慶
慮
義
塾
常
任
理
事
兼
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

日
本
国
際
問
題
研
究
所
理
事

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
長
兼
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長

日
本
国
際
政
治
学
会
理
事

日
米
欧
委
員
会
日
本
委
員
会
委
員

文
部
省
教
育
課
程
審
議
会
委
員

外
務
省
外
交
問
題
懇
談
会
委
員
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一
九
七
七
年

一
九
七
八
年

慶
慮
義
塾
長
（
理
事
長
・
大
学
長
）
に
就
任
（
兼
法
学
部
教
授
）

文
部
省
学
術
審
議
会
委
員

文
部
省
私
立
大
学
審
議
会
委
員

文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
委
員
、
常
務
委
員

日
中
人
文
社
会
科
学
交
流
協
会
理
事

同
ロ
件
。
B
m
w
t
。
s

－
〉ω
ω
。
巳
色
。
ロ
色
白
ロ
－22

－t
g
理
事

文
部
省
社
会
教
育
審
議
会
副
会
長

慶
麿
義
塾
長
に
再
選

文
部
省
大
学
設
置
審
議
会
会
長

大
学
基
準
協
会
会
長

日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長

日
中
友
好
二
十
一
世
紀
委
員
会
日
本
側
座
長

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会
会
長

慶
麿
義
塾
長
に
三
選

文
部
省
大
学
改
革
協
議
会
座
長

慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授
、
文
部
省
大
学
審
議
会
会
長

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長
、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長

慶
臆
義
塾
長
に
四
選

文
化
功
労
者

慶
慮
義
塾
長
退
任
、
慶
慮
義
塾
学
事
顧
問

一
九
七
九
年

一
九
八
O
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
五
年

一
九
八
六
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
一
年

一
九
九
三
年



九
九
四
年

九
九
五
年

0
0
0

年

0
0
七
年
九
月
二
十
五
日

石川忠雄先生略歴・主要著作目録

慶
慮
義
塾
評
議
員

勲
一
等
旭
日
大
綬
章
受
章

文
化
勲
章
受
章

逝
去
（
享
年
八
十
五
歳
）
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石
川
忠
雄
先
生

主
要
著
作
目
録

〈
著
書
・
編
書
〉

『
中
国
憲
法
史
』

「
中
国
共
産
党
史
研
究
』

『
中
国
政
治
史
講
義
案
」

「
中
華
人
民
共
和
国
そ
の
実
態
と
分
析
｜
』

『
現
代
中
国
の
諸
問
題
』

『
国
際
政
治
と
中
共
』

「
戦
後
資
料
日
中
関
係
』
（
中
嶋
嶺
雄
、
池
井
優
共
編
）

『
日
中
問
題
私
見
」

『
私
の
み
た
日
本
外
交
』

『
転
換
期
の
東
南
ア
ジ
ア
』
（
朴
在
圭
共
編
）

『
私
の
夢
私
の
軌
跡
』

『
未
来
を
創
る
こ
こ
ろ
』

「
禍
福
こ
も
ご
も
の
人
生
』

慶
鷹
通
信

慶
麿
通
信

慶
鷹
通
信

時
事
通
信
社

慶
麿
通
信

有
信
堂

日
本
評
論
社

酒
井
書
店

慶
謄
通
信

成
甲
書
房

慶
麿
通
信

慶
藤
義
塾
大
学
出
版
会

慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
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一
九
五
二
年

一
九
五
九
年

一
九
六
ゴ
一
年

一
九
六
四
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
七
O
年

一
九
七
三
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
九
三
年

一
九
九
八
年

二
O
O

四
年



「
ソ
ヴ
イ
エ
ト
の
ア
ジ
ア
政
策
』
（
マ
ッ
ク
ス
・
ベ
ロ
フ
著
小
谷
秀
二
郎
共
訳
）
日
本
外
政
学
会

『
現
代
中
国
ー
そ
の
実
体
と
分
析
』
（
ハ
ワ
l

ド
・

L

・
ボ
ア
l

マ
ン
著
監
訳
）
日
本
外
政
学
会

『
湖
北
秋
収
暴
動
経
過
の
報
告
」
（
三
上
諦
聴
・
芝
田
稔
共
訳
）
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

『
第
四
次
全
国
労
働
代
表
大
会
に
提
出
せ
る
上
海
総
工
会
の
報
告
書
」
（
三
上
諦
聴
・
芝
田
稔
共
訳
）

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

『
一
九
二
二
年
よ
り
一
九
二
六
年
に
い
た
る
中
国
共
産
党
五
年
来
の
政
治
主
張
』
（
三
上
諦
聴
・
芝
田
稔
共
訳
）

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
一
九
六
三
年

『
中
国
共
産
党
史
中
国
共
産
主
義
と
毛
沢
東
の
拾
頭
』
（
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

I

・
シ
ユ
ウ
ォ
ル
ツ
著
小
田
英
郎
共
訳
）

慶
麿
通
信

時
事
通
信
社

訳

書
〉

『
発
信
地l
北
京
』
（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ノ
サ
l

ル
著
小
田
英
郎
共
訳
）

『
抗
日
軍
政
大
学
の
動
態l
中
国
共
産
党
史
研
究
の
一
資
料
』
（
三
上
諦
聴
・
芝
田
稔
共
訳
）

石川忠雄先生略歴・主要著作目録

平
松
茂
雄
共
訳
）

関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

紀
伊
園
屋
書
店

時
事
通
信
社

鹿
島
出
版
会

『
毛
沢
東
』
（
ス
チ
ユ
アl
ト
・
シ
ユ
ラ
ム
著

『
中
共
革
命
へ
の
道
（
ガ
イ
・
ウ
イ
ン
ト
著
）

『
中
国
毛
沢
東
以
後
へ
の
過
渡
期
｜
』
（
A
・
ド

l

ク
・
バ
1

ネ
ッ
ト
著

山
田
辰
雄
共
訳
）

一
九
五
七
年

一
九
六
O
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年

一
九
六
四
年

一
九
六
四
年

一
九
六
五
年

一
九
六
七
年

一
九
六
七
年

一
九
七
六
年
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〈
単
行
書
収
録
論
文
〉

「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
の
内
容
と
そ
の
特
質
」

日
本
外
政
学
会
編
『
外
政
講
座
シ
リ
ー
ズ
中
共
」

「
西
安
事
件
の
一
考
察l

モ
ス
コ
！
と
中
国
共
産
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
｜
」

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
編
『
慶
慮
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
法
学
部
第
二
部
』
慶
嬢
義
塾
大
学
法
学
部

「
中
国
共
産
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
若
干
問
題
」
日
本
外
政
学
会
編
「
中
共
政
権
の
現
状
分
析
」
日
本
外
政
学
会

「
中
華
人
民
共
和
国
の
対
日
政
策
に
関
す
る
一
考
察
！
一
九
四
九
年
1

一
九
五
八
年
を
中
心
と
し
て
｜
」

英
修
道
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
「
外
交
史
及
び
国
際
政
治
の
諸
問
題
』

「
中
国
現
代
史
」

ア
ジ
ア
政
経
学
会
編
「
中
国
政
治
経
済
綜
覧
」

「
中
国
共
産
党
の
組
織
と
実
態
」

ア
ジ
ア
政
経
学
会
編
『
中
国
政
治
経
済
綜
覧
』

「
中
共
の
囲
内
革
命
の
成
功
」

国
民
講
座
日
本
の
安
全
保
障
編
集
委
員
会
編
『
極
東
の
安
全
保
障
」

「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
式
と
西
安
事
件
」

筑
摩
書
房
編
集
部
編
『
世
界
の
歴
史
』
第
一
六
巻

「
日
中
関
係
の
展
望
」

日
本
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
『
中
国
問
題
と
日
本
の
選
択
』

「
日
中
関
係
の
展
望
と
三
極
構
造
」

日
本
外
政
学
会

慶
鷹
通
信

日
刊
労
働
通
信
社

日
刊
労
働
通
信
社

原
書
房

筑
摩
書
房

自
由
社
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一
九
五
六
年

一
九
五
八
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
一
年



K

・
メ

l

ネ
ル
ト
他
著
『
巨
大
な
る
三
角
形

「
中
国
共
産
党
史
に
見
る
党
内
権
力
闘
争
」

桑
原
寿
二
編
『
中
国
の
実
像
』

「
日
中
関
係
概
観
」

鹿
島
平
和
研
究
所
編
『
世
界
の
な
か
の
日
本
』

慶
麿
通
信

ワ
シ
ン
ト
ン
｜
北
京
｜
モ
ス
ク
ワ
」

永
田
書
房

鹿
島
出
版
会

〈
雑
誌
掲
載
論
文
〉

石川忠雄先生略歴・主要著作目録

中
国
憲
法
の
基
本
的
諸
問
題

関
す
る

考
察

九

年
以
降
の
制
憲
論
争
を

三団法 r 
法色政学 法正

法 学旗治研学し
学三ア法研五学究三研て
ア研色ジ学究九会二色究｜
ジ究旗ア研二、誌四旗二」
ア二八研究六六三巻一一（
評八因究二巻 O 三九五巻－－：
論巻・一七七、、・ 1 四一
三一八巻巻、六三一一、石
五一五三八九一四 0 七五 5
号号号号号号号号号号号

「
新
民
主
主
義
革
命
と
中
共
の
和
平
八
条
件
」
（
一
）1

（
三
）

「
清
末
及
ぴ
民
国
初
年
に
於
け
る
連
邦
論
と
省
制
論
」

「
民
国
政
治
史
論
」
（
一
、
二
完
）

「
中
華
人
民
共
和
国
三
年
の
う
ご
き
」
（
一
、
二
、
三
完
）

「
李
立
三
コl
ス
問
題
の
一
考
察
」
（
一
、
二
完
）

「
大
革
命
敗
退
直
後
に
お
け
る
中
国
共
産
党
に
つ
い
て
」

「
武
漢
政
府
時
代
の
中
国
共
産
党
」

「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
に
つ
い
て
」
（
一
）
（
二
）

「
第
一
次
国
共
合
作
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
」

「
新
中
国
に
於
け
る
人
民
民
主
統
一
戦
線
と
そ
の
将
来
」

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
四
八
年

一
九
四
九
年

一
九
五
一
年

一
九
五
一
年

一
九
五
三
年

一
九
五
三
年

一
九
五
四
年

一
九
五
五
年

一
九
五
五
年

一
九
五
五
年

一
九
五
五
年
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「
上
海
国
是
会
議
二
種
憲
法
草
案
」

「
李
立
三
コl
ス
と
ロ
シ
ア
留
学
生
派
」

「
ハl
ヴ
ァ
l

ド
大
学
に
於
け
る
中
国
研
究
」

「
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
中
国
研
究
」

「
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
」

「
江
西
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
期
に
お
け
る
抗
日
反
帝
統
一
戦
線
の
諸
問
題
」

「
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
中
国
研
究
」

「
社
会
主
義
国
に
お
け
る
中
国
の
役
割
ー
そ
の
自
主
性
を
め
ぐ
っ
て
！
」

「
京
漢
鉄
道
罷
業
と
陳
独
秀
」

「
中
共
と
ソ
連
！
中
共
の
対
ソ
主
体
性l
」

「
福
建
人
民
革
命
政
府
事
件
と
中
国
共
産
党
」

「
劉
少
奇
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」

「
中
共
の
対
日
政
策
の
分
析l
対
日
政
策
の
基
本
目
標
と
具
体
的
政
策
の
展
開
過
程
」

「
最
近
の
中
ソ
対
立
論
に
つ
い
て
」

「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
形
成
過
程
に
お
け
る
中
国
共
産
党
と
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
」

「
中
共
の
対
外
政
策
｜
対
日
政
策
を
中
心
と
し
てl
」

「
中
共
の
指
導
者
と
外
国
教
育
」

「
中
国
共
産
党
指
導
部
に
関
す
る
一
考
察
｜
八
期
中
央
委
員
を
中
心
と
し
て
l

」

「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
ソ
の
活
動
状
況
」

国
際
政
経
事
情
二
O
号

法
学
研
究
二
九
巻
五
号

外
政
四
号

外
政
六
号

ア
ジ
ア
研
究
四
巻
四
号

法
学
研
究
コ
二
巻
七
号

外
政
八
号

中
央
公
論
七
三
巻
一
一
号

法
学
研
究
一
二
一
巻
二
一
号

史
泉
一
四
号

法
学
研
究
三
三
巻
二
号

共
産
圏
問
題
四
巻
一
号

日
本
及
日
本
人
一
一
巻
四
号

三
色
旗
一
五
二
号

法
学
研
究
三
四
巻
二
号

ア
ジ
ア
経
済
二
巻
三
号

三
色
旗
一
五
七
号

法
学
研
究
三
四
巻
七
号

共
産
圏
問
題
六
巻
二
号

一
九
五
六
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
五
七
年

一
九
五
八
年

一
九
五
八
年

一
九
五
八
年

一
九
五
八
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
六
O
年

一
九
六
O
年
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一
九
六
O
年

一
九
六
O
年

一
九
六
一
年

一
九
六
一
年

一
九
六
一
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年



石川忠雄先生略歴・主要著作目録

「
東
南
ア
ジ
ア
と
中
ソ
関
係
」
中
央
経
済
一
一
巻
四
号

「
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
」
ア
ジ
ア
研
究
四
巻
四
号

「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
・
ソ
の
活
動
」
三
田
評
論
六

O
四
号

「
内
政
と
中
共
指
導
部
の
動
向
」
自
由
四
巻
七
号

「
中
ソ
関
係
の
展
望
」
共
産
圏
問
題
七
巻
五
号

「
ア
メ
リ
カ
の
中
共
政
策l

ヒ
ル
ズ
マ
ン
演
説
を
中
心
と
し
て
l

」
三
田
評
論
六
二
五
号

「
中
共
の
指
導
者
群
と
派
閥
」
季
刊
社
会
科
学
一
号

「
中
共
の
対
日
政
策
」
三
色
旗
一
九
四
号

「
中
華
民
国
訓
政
時
期
約
法
の
制
定
と
蒋
介
石
」
法
学
研
究
三
七
巻
七
号

「
中
国
に
お
け
る
圏
内
情
勢
と
外
交
政
策
｜
一
九
五
七
年
以
降
を
中
心
と
し
てl
」
法
学
研
究
三
七
巻
二
一
号

「
中
・
ソ
対
立
｜
中
共
を
支
え
る
も
の
｜
」
日
本
八
巻
二
号

「
中
共
の
現
実
を
ど
う
み
る
か
ー
そ
の
内
政
と
外
交l
」
自
由
七
巻
三
号

「
中
華
人
民
共
和
国
の
外
交
政
策
決
定
に
関
す
る
試
論
的
考
察
」
法
学
研
究
三
八
巻
二
号

「
中
共
の
内
政
・
外
交
の
回
顧
と
展
望
」
（
平
松
茂
雄
共
著
）
国
際
問
題
七

O
号

「
中
国
実
力
者
列
伝
｜
毛
沢
東
と
そ
の
後
継
者
た
ち
｜
」
（
監
修
）
中
央
公
論
八
一
巻
一
号

「
中
国
外
交
政
策
の
決
定
要
因
」
中
央
公
論
八
一
巻
四
号

「
中
共
外
交
政
策
の
性
格
｜
一
九
五
七
1

八
年
を
中
心
と
し
て
1

」
（
平
松
茂
雄
共
著
）
季
刊
社
会
科
学
九
号

「
中
国
共
産
党
の
大
衆
動
員
方
式
」
中
央
公
論
八
一
巻
一
一
号

「
中
共
の
『
文
化
大
革
命
』
の
見
方
」
三
色
旗
二
二
五
号

「
中
共
外
交
政
策
形
成
過
程
の
一
考
察
一
九
五
七
年
1

五
八
年
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
平
松
茂
雄
共
著
）

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
二
年

一
九
六
三
年

一
九
六
四
年

一
九
六
四
年

一
九
六
四
年

一
九
六
四
年

一
九
六
四
年

一
九
六
五
年

一
九
六
五
年

一
九
六
五
年

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年

一
九
六
六
年
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ア アア
ン ンン

ア アア

ク クク
オ オオ法
l l 1 学
タ国国タタ国研
リ際際リリ際究
l 時時 1 1 時四
一評評一一評 O
巻五四巻巻四巻
三一八二一 0 一
号号号号号号号

「
文
化
革
命
の
現
状
を
ど
う
み
る
か
」

「
米
中
関
係
の
展
望
」

「
中
ソ
関
係
の
現
状
と
見
通
し
」

「
中
共
の
文
化
革
命
の
現
状
と
そ
の
長
期
的
展
望
」

「
中
共
外
交
政
策
の
展
望
」

「
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
」

「
中
共
外
交
政
策
形
成
過
程
の
研
究
｜
一
九
五
三1
四
年
を
中
心
と
し
て
｜
」
（
平
松
茂
雄
共
著
）法

学
研
究
四
三
巻
一
号

「
朝
鮮
戦
争
と
中
国
人
民
解
放
軍
の
近
代
文
化
に
つ
い
て
」
（
平
松
茂
雄
共
著
）
法
学
研
究
四
三
巻
七
号

「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
革
命
時
期
に
お
け
る
紅
軍
の
基
本
的
性
格
に
関
す
る
一
考
察
」
（
平
松
茂
雄
共
著
）法

学
研
究
四
四
巻
三
号

時
の
課
題
一
五
巻
五
号

国
際
時
評
七
五
号

自
由
一
四
三
号

国
際
時
評
七
八
号

諸
君
四
巻
六
号

経
済
往
来
二
四
巻
一
一
号

国
際
時
評
九
一
号

ア
ジ
ア
七
巻
一
O
号

「
日
本
の
国
益
と
中
国
問
題
」

「
中
国
外
交
政
策
の
新
展
開
」

「
日
中
復
交
と
日
本
の
国
益
」

「
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
の
訪
中
と
台
湾
」

「
単
細
胞
で
は
外
交
は
で
き
な
い
」

「
北
京
以
後
の
日
本
外
交
」

「
新
内
閣
と
中
国
問
題
」

「
日
中
国
交
回
復
と
台
湾
の
地
位
」

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年

一
九
六
九
年
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一
九
七
O
年

一
九
七
O
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年

一
九
七
二
年



石川忠雄先生略歴・主要著作目録

中日三百日
国中極 E 中
の復世史共
動交界工同
向とに己声
と今お乙明
日後け忠の
中のる＝読
関外日 4 み
係交米医方
の姿安 ：｛ 」
将勢保と
千」の（

役平
割松

緊」茂

張雄
緩共
和著

の
動
向

関
連
し
て

ア」

三平
／松

茂
ク悼

f ! ! 
ア タ月論 5 月

アジ自三 国 三リ国ア刊集 刊
ジア由国 際自 国 i 際ジ時一時 諸
ア公民評 論時由 評六時ア事一 事 諸君
一論主論経展評ー革論巻評八一巻 ー革君四
二六二一営二一六新七一一巻八三 八新五巻
巻巻四一者巻二巻四三・ O 一巻・ 巻三巻一
九五九月九四三六三四二五二七四 二 O 一二
号号号号号号号号号号号号号号号 号号号号

「
日
中
復
交
と
日
本
外
交
」

「
多
極
化
時
代
に
於
る
日
本
の
進
路
」

「
中
国
の
外
交
姿
勢
」

「
日
本
の
ア
ジ
ア
政
策
」

「
一
九
四
0
年
代
の
国
共
関
係
」

「
国
際
政
治
の
認
識
と
外
交
防
衛
政
策
」

「
中
国
外
交
は
こ
れ
で
い
い
か
」

「
蒋
介
石
没
後
の
中
国
問
題
」

「
変
動
化
す
る
ア
ジ
ア
と
日
本
の
対
応
」

「
激
動
す
る
国
際
政
治
情
勢
下
の
日
本
の
選
択
」

「
毛
沢
東
以
後
の
中
国
」

「
毛
沢
東
死
後
の
中
国1
毛
主
席
の
遺
功
と
そ
の
内
包
す
る
宿
命
｜
」

「
一
九
八0
年
代
の
中
国
と
日
本
｜
ア
ジ
ア
で
の
勢
力
均
衡
の
た
め
の
必
要
条
件
｜
」

「
新
段
階
の
中
国
・
ア
ジ
ア
・
日
本
」

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
七
四
年

一
九
七
五
年

一
九
七
五
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
七
年
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〈
資
料
・
そ
の
他
〉

「
上
海
国
是
会
議
乙
種
憲
法
草
案
解
題
」
法
学
研
究
二
三
巻
七
号

「
中
華
人
民
共
和
国
婚
姻
法
」
（
須
藤
次
郎
共
著
）
法
学
研
究
二
三
巻
一

O
号

「
解
説
中
華
人
民
共
和
国
に
お
け
る
政
党
及
び
団
体
」
法
学
研
究
二
四
巻
一
号

「
中
華
人
民
共
和
国
全
国
人
民
代
表
大
会
及
び
地
方
各
級
人
民
代
表
大
会
選
挙
法
」
（
及
川
恒
忠
共
著
）

法
学
研
究
二
六
巻
四
号

法
学
研
究
二
七
巻
五
号

法
学
研
究
二
八
巻
三
号

法
学
研
究
二
九
巻
六
j

一
一
号

法
学
研
究
三
O
巻
二
号

法
学
研
究
二
一
一
巻
五
号

法
学
研
究
二
二
巻
二
、
一
二
号

「
新
中
国
選
挙
法
に
関
す
る
資
料
」

「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
及
び
四
組
織
法
」
（
及
川
恒
忠
共
著
）

「
戦
後
日
本
に
お
け
る
現
代
中
国
関
係
主
要
雑
誌
論
文
目
録
」
（
一
1

六
完
）

「
ロ
パl
ト
・

c

・
ノ
l

ス
氏
に
よ
る
張
国
薫
回
顧
談
記
録
」

石川忠雄先生略歴・主要著作目録

「
ォl

エ
ン
・
ラ
テ
ィ
モ
ア
教
授
著
作
目
録
」

「
最
近
日
本
に
お
け
る
現
代
中
国
関
係
主
要
雑
誌
論
文
目
録
」
（
一
、
二
完
）

「
同
ロ
R
B

色
。
ロ
何
回
目
司
月

ω
ω
打
。
口
・2
H
5
E
8
8
に
お
け
る
中
国
関
係
記
事
目
録

ー
一
九
二
一
年
一

O
月
（
創
刊
）
1

一
九
二
七
年
七
月
｜
」

「H
D件
。B
m
w
E
S弘
司
円
。ω
ω
円
。
弓
2
3
E
2
8
に
お
け
る
中
国
関
係
記
事
目
録

一
九
二
七
年
八
月
1

一
九
三
O
年
六
月
」
（
徳
田
教
之
共
著
）

「
中
山
艦
事
件
『
党
務
整
理
案
」
問
題
に
関
す
る
中
国
共
産
党
関
係
資
料
」

「
『
陳
誠
文
庫
』
目
録
｜
台
湾
に
お
け
る
中
国
共
産
党
史
資
料
｜
」

「
『
八
・
一
南
昌
暴
動
」
に
関
す
る
四
文
書
」

法
学
研
究
三
二
巻
二
号

法
学
研
究
三
三
巻
五
号

法
学
研
究
三
三
巻
一
O
号

法
学
研
究
三
五
巻
七
号

法
学
研
究
三
六
巻
一
O
号

一
九
五
O
年

一
九
五
O
年

一
九
五
一
年

一
九
五
三
年

一
九
五
四
年

一
九
五
五
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
五
八
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
六
O
年

一
九
六
O
年

一
九
六
二
年

一
九
六
三
年
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